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例 会 発 表 要 旨2005,9.17 『デザ イン理論 』48/2006

ユ ー ザ ・エ クスペ リエ ンスの分 類 と特 徴

伏見清香/広 島国際学院大学

1.研 究 の 背 景

デ ジタ ル メデ ィア の発 達 は め ざ ま し く,私

た ち の生 活 の 中 に も急速 に浸 透 し,身 近 な も

の とな りつ つ あ る。 イ ンタ ー ネ ッ トの浸 透 と

携 帯 電 話 の 利 用 方法 の変 化 は特 に 目覚 ま しい。

しか し,シ ステ ム の技 術 開発 が優 先 し,有 効

な シス テ ム で あ って もデ ザ イ ンを 考 慮 して い

な い こ とに よ って,有 効 に機 能 して い な い と

考 え られ る。 コ ンテ ンツ と機 能 を 付 加 す る こ

とに よ って,イ ンタ ー フ ェー スが 複 雑 とな り,

ユ ー ザ ー に と って は,わ か りに く く,使 用 し

に くい シス テ ム とな って い る場 合 が あ る。 ま

た デ ィス プ レイ画 面 を介 した 場 合,物 質 感 が

乏 しい環 境 で の表 現 とな るた め使 用 感 が 乏 し

くな る。

2.研 究 の 目的

ユ ー ザ ー に と って,使 用 感 が 乏 しい デ ィ ス

プ レイ画 面 を介 した製 品 や サ ー ビ スの 現 状 に

お い て,ユ ー ザ ・エ ク ス ペ リエ ン ス(User

Experience)を テ ー マ と して 研 究 を進 め る。

ユ ーザ ・エ クス ペ リエ ンス はユ ー ザ ビ リテ ィ

(Usability)と の共 通 項 が 多 い が,バ ー チ ャ

ル スペ ー ス と リアル スペ ー スの 連 係 か ら得 る

こ とが で き るユ ーザ ・エ ク スペ リエ ン スや 経

験 の蓄 積 に よ る デザ イ ンの 事 例,ま た ガ イ ド

ラ イ ンの事 例 調 査 な どか ら,今 後 ユ ー ザ ・エ

ク スペ リエ ンス の デ ザ イ ンを 行 う こ とを 念 頭

に お き,こ こで は,ユ ー ザ ビ リテ ィ との 相違

を 含 め,ユ ー ザ ・エ ク スペ リエ ン スの理 解 と

把 握 を 目的 とす る。

3.ユ ー ザ ・エ ク スペ リエ ン ス とは

ユ ー ザ ・エ ク スペ リエ ンス は,ユ ー ザ ー が

く り返 し製 品 や サー ビス を 使 用,消 費,所 有

す る こ とか ら満足 感 や 達成 感 を得 る こ とが で

き る経 験 の こ とで あ り,人 が外 界 との相 互作

用 に よ って,何 らか の 意 味 で 自己 を豊 か に す

る こ とで あ る。 ま た ユ ー ザ ビ リテ ィ とは,使

い や す さの こ とで あ り,ユ ー ザ ・エ ク ス ペ リ

エ ンス との共 通項 が 多 い。 ユ ー ザ ・エ ク ス ペ

リエ ン スを デ ザ イ ンす る上 で欠 かす 事 の 出来

な い考 え方 と して,ユ ー ザ セ ンタ ー ドデ ザ イ

ン(UCD:User-CenteredDesign)が あ る。

これ は ユ ー ザ ビ リテ ィ との 関係 も深 く,ソ フ

トウ ェア や ウ ェブ サ イ トを は じめ と した製 品

や サー ビスを使 いや す くす るた め に,ユ ーザ ー

を デ ザ イ ンプ ロセ ス の 中心 に据 え て設 計 す る

方 法 で あ る。 そ の代 表 的 な 国 際規 約 と して,

ISO13407が あ り,1999年 に 制 定 さ れ た 。

ISO13407(Human-centreddesignpro-

cessesforinteractivesystems)は2000年 に

JIS(日 本 工 業 規 格)に お い て,人 間 工 学

一 イ ン タ ラ ク シ ョ ン シス テ ム の 人 間 中心 設

計 プ ロセ ス 「イ ンタ ラ ク テ ィブ シ ス テ ム の人

間 中 心設 計 過 程 」 と翻 訳 さ れ て い る。

4.ユ ーザ ・エ ク ス ペ リエ ン ス の事 例

Microsoft社 のCompiledbythe

WindowsUserExperienceTeam2001に お

い て は,ユ ー ザ ・イ ンタ ー フ ェイ ス は タ ス ク

を実 行 す る た あ に ユ ー ザ ー に よ る ア ク シ ョ ン

を必 要 とす る が,優 れ た ユ ー ザ ・エ ク ス ペ リ

エ ンス は ユ ー ザ ・イ ンタ ー フ ェイ ス な しで実

現 す る こ と が で き る と して い る。 一 方,

Apple社MacOSXに お け る ユ ー ザ ・エ ク

ス ペ リエ ンス の設 計 指 針 に お い て,簡 単 な設

置 経 験 を提 供 す る と い う項 目が あ り,2社 の

ユ ー ザ ・エ ク スペ リエ ンス に対 す る定 義 の違
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い がわ か る。

ユ ー ザ ・エ ク スペ リエ ンス の コ ンサ ル タ ン

トを 行 っ て い るNN/g(NielsenNorman

Group)で は,ユ ー ザ ・エ ク スペ リエ ンス は

会 社,サ ー ビス,及 び プ ロダ ク トとエ ン ドユ ー

ザ ーの 相 互 作 用 に お い て,そ れ が どの よ う に

見 え,学 習 され,使 用 され るか とい うユ ーザ ー

の イ ンタ ラ ク シ ョ ンのす べ て の 側 面 を 扱 う と

し,ユ ーザ ・エ ク スペ リエ ンスの た め の 第 一

条 件 は,ス トレスや 面 倒 な しに顧 客 の ニ ー ズ

を正 確 に満 たす こ と で あ り,次 に所 有 す る喜

び,使 用 す る喜 び と な る製 品 を生 産 す る こ と

で あ る と して い る。

ア メ リカの グ ラ フ ィ ックデ ザ イ ン研 究 団 体

で あ るAIGA(AmericanInstituteof

GraphicArts)で は ユ ー ザ 。エ ク ス ペ リエ

ンスの デザ イ ンは,商 品 や サ ー ビス だ けを デ

ザ イ ンす るの で はな く,ラ イ フサ イ クル 全 体

を 俯 瞰 し,個 人 の感 情 や 価 値 に関 す る環 境 も

含 めて 従 来 の デ ザ イ ン分 野 と新 しい分 野 の 環

境 の 両 方 を 作 り上 げ る こ とで あ る と して い る。

ア メ リ カ の シ ア トル に あ る 博 物 館EMP

(ExperienceMusicProject)で は,来 館 者

にMEG(MusicExperienceGuide)と い う

パ ー ム 社 製 の 携 帯 情 報 端 末 が 手 渡 され る。

MEGは 音 声 ガ イ ドの役 割 を 果 た す が そ れ と

同 時 に,来 館 者 はMEGを 使 用 して気 に 入 っ

た 項 目の ブ ック マー ク をす る こ とが で き る。

マ ー ク した 情 報 は,MEGの 返 却 時 に係 員 が

サ ー バ ー に ア ップ す る。 来館 者 がEMPの サ

イ トに ア クセ ス し,入 場 番 号 を入 力 す れ ば 自

身 が マ ー ク した 情 報 を閲 覧 す る こ とが で き る。

また 再 度 来 館 す れ ば過 去 にマ ー ク した情 報 を

MEGに ダ ウ ンロ ー ドす る こ とが で き る。

5.ま とめ と今 後 の 展 開

ユ ー ザ 。エ ク スペ リエ ン スを デ ザ イ ンす る

場 合,ユ ー ザ ー の イ ンタ ラ ク シ ョンの す べ て

の 側面 を 扱 い,楽 しさや 心 地 よ さを感 じ させ

る表 現 が必 要 で あ る。 ま た,使 いや す さや便

利 さか ら得 られ るだ けで な い満 足 感,つ ま り

経 験 を重 ね る こ と に よ っ て得 る こ とが で き る

満 足 感 や達 成 感 を感 じさせ る表現 を 目標 とす

る。 ユ ーザ ・エ ク スペ リエ ン スの デ ザ イ ンで

は,ユ ーザ ーの 経 験 そ の もの だ けで な く,時

間 の流 れ や 前 御 関 係,ユ ー ザ ー を 取巻 く環 境

も含 め たデ ザ イ ンを 行 な う こ とが 必要 が あ る。

今 回 の調 査 を 踏 まえ,今 後 は携帯 電話 を視 野

にお いて,リ アル スペ ース とバ ーチ ャル スペ ー

ス の連 携 か ら得 る こ とが で き るユ ー ザ ・エ ク

スペ リエ ン スの デ ザ イ ンや 経験 の 蓄積 か ら得

る こ とが で き るユ ー ザ ・エ クス ペ リエ ンス の

デザ イ ンの 具 現 化 に向 けて研 究 を進 め る。

■ 参 考 文 献 ・参 考URL

[1]日 本 工 業 標 準 調 査 会審 議 『JIS・ 人 間 工 学

一 イ ンタ ラ ク テ ィ ブ シス テ ム の 人 間 中心

設 計 プ ロ セ スJISZ8530』 日本 規 格 協 会,

2000

[2]㈱ イ ンタ ー ネ ッ ト協 会監 修 『イ ンター ネ ッ

ト白 書2005』impress,2005

[3]ヤ コブ.ニ ー ル セ ン,篠 原 稔 和 監 訳 「ユ ー

ザ ビ リテ ィエ ン ジニ ア原 論 』TDU,2002

[4]JesseJamesGarrett,ソ シオ メ デ ィ ア㈱

訳 『ウ ェブ戦 略 と して の 「ユ ーザ ーエ ク ス

ペ リエ ンス」』MYCOM,2005

5]MicrosoftCorporationCompiledbythe

WindowsUserExperienceTeam,2001

http://msdn.microsoft.com/library/

default.asp?ur1=/library/en-us/

dnanchor/html/anch _uidesigndev.asp

[6]AppleDeveloperConnection:http://

developer.apple.com/ue/

[7]AIGA(AmericanInstituteofGraphic

Arts):http://www.aiga.org/

[8]NN/g(NielsenNormanGroup):

http://www.nngroup.com/,2005

[9]EMP(EXPERIENCEMUSICPRO-

JECT):http://www.emplive.org/

69


